	多変量解析を教育実践家レベルへ
XⅡ．エクセル　アンケートの単純集計（比率の信頼区間）
XⅢ. エクセル　アンケートのクロス分析（χ2検定、クラメア連関係数）



2015.10.2　三村紀中

◎　エクセルを利用して学校で使う「アンケートの単純集計と比率の信頼区間」
◎　エクセルを利用して学校で使う「クロス分析とχ2検定、クラメアの連関係数」

　既に別途公開している「Ⅶ．エクセルを利用して学校で使うアンケートのクロス分析」を改良し、２つのエクセル・ブックに分離したセット・システムです。改良点は次のとおりです。
（１）単純集計システムとクロス分析システムを分離し、各システムのサイズを小さくしたこと。
（２）２つのアンケート処理システムを連携して使うように工夫したこと。
（３）全般に操作をすっきり、単純化し、より実践的にしたこと。
（４）バックアップファイルの作成を勧める機能を加えたこと。
（５）実際のアンケートをそのまま記入し、集計テーブルの作成を支援する機能を改良したこと。
（６）単純集計の比率を比較するための「比率の信頼区間」の推定機能を加えたこと。
（７）クロス集計をｋ×ｌ＝20×20に拡大したこと。
（８）χ2検定結果とクラメアの連関係数の計算機能を加えたこと。


・「アンケートの単純集計」メニュー画面と比率の信頼区間グラフ
[bookmark: _GoBack][image: ] [image: ]

学校で実施したアンケートを分析する際に、しばしば犯す誤りは比率（％）を単純に比べて、多い、少ないや、変化があった、なかったなどを論じることです。また、その際に、比率どうしの引き算の結果を％で表現する、例えば、「初回の調査で５０％であったが２回目の調査では７０％となり２０％増加した・・・」などとコメントしてしまう誤りが散見されます。ぜひとも、比率の信頼区間を確認して論述すること、比率の差は「ポイント」と表現したいところです。


・「アンケートのクロス分析」メニュー画面
[image: ]

・クロス集計の検定結果とグラフ
[image: ]

学校でアンケートを実施する機会がたくさんありますが、その集計には、しばしば「正」の字を書くとう古典的な技法が用いられます。しかも、各学級の結果を各担任が集計し、学年や学校として、そのカウント数を合計するという手順を取ることが多いようです。
　アンケートの結果を単純集計してしまうと、各回答者が答えてくれた情報の多くは失われてしまいます。単純集計の結果は、「～が多い（少ない）」という大まかな状況を把握するのには有効ですが、詳細な原因と結果、問題点と解決の糸口などの「関連性」を読み取ることはできません。それぞれを独立した設問として集計しただけで、設問どうしの関係を論ずることは危険です。
例えば、設問Xでaと答えた回答者が設問Yでbと答える傾向が強かどうかは、設問Xと設問Yとの相関係数を見れば発見できます。その場合、設問Xと設問Yの内容関係から実践的なヒントを得るチャンスが拡大します。
　このエクセル・ブックを利用すると、相関係数の一覧表、相関の高い設問セットの抽出、個々の設問どうしのクロス表の作成、χ2検定（差の検定、独立性の検定）、クラメアの連関係数の計算、クロス表のグラフ化ができます。

【参考文献等】
・重回帰分析、因子分析、主成分分析、クラスター分析、数量化Ⅲ類
（青木繁伸　群馬大学社会情報学部）　2003.08.07
統計学自習ノート: http://aoki2.si.gunma-u.ac.jp/lecture/PFA/index.html
エクセルVBA：http://aoki2.si.gunma-u.ac.jp/lecture/stats-by-excel-old/vba/index.html
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